






     Pr（ダ1＜〆）＝／各個体を中心とする半径～の円板系の和集合の面積／／1γ1
はm＝・。に相当するフユの経験分布であって，右辺の面積比で与えられる．さらにこの量に対し
ては密度関数∫（才）＝ψ（オ）／〃が
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なわばりパターンの統計モデル
統計数理研究所長谷川政美
 なわぼりとは動物の個体が同種の他個体を排除して占有する空間である．なわばり性動物の
生息地は，互いに重ならないたくさんのなわばりに分割される．個体の密度が高く，なわばり
を持てたいあぶれ個体が生ずる程であるとする．各なわばりの所有者は，侵入者を追い払うが，
